
これまでの経過と今後の動きについて

資料 1

(建設発生土関連)

`リニア中央新幹線計画の説明会'開催
JR東海「建設発生土は新幹線事業で利用する
ほか、公共事業で有効活用したい。県を窓口に
自治体の協力をセ,ただきたいJ

建設発生生活用ワーキングルレープ設置

」R東海が建設発生上に関する考え方を提示

JR東海が概ねの上量を公表

J蘇海が環境影響評価準備書を公表
建設発生上の活用の可能性がある事業等を照会

環境影響評価準備書等に対する知事意見

」R東海が環境影響評価書を公表

これまでの経過

O平成 24年  7月

O平成 24年  萩
0平成 25年 3月
0平成 25年 8月
O平成 25年 9月
O平成 25年 10月
O平成 26年 3月
0平成 26年 4月

2 リニア整備事業の今後の動き

回土交通大臣意見
(H20年 7月 22日期阿

環境大臣憲兄
(l126年 6月 5日 )

」R東海 工事着手
O沿線地域ての事業説明会
②中心線測量
◎月地説明会
④用地測量
O用地取得
⑥工事説明会
0工事開始
0
トンネル掘削…建設発生上搬出開始

JR東海 r環境影響評価書」公表 (120年 4月 23日 )

JR東海 r環境影響評価書」の補正、公告

」R東海、国に対して工事実施計画の認可申請

曰 工事実施計画を認可



リニ ア 中 央 新 幹 線 長 野 県 内 ル ー ト等 概 要 図
リニア推進lFF興宣
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